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48年の幕閉じた旧旭町公民館
私たちの学びは駅前くるるに
　旧旭町公民館は９月30日で廃館
に。利用者の皆さんは、昭和37年
４月開設以来48年間、地域や生涯
学習の活動を支え、広げてくれた
館に感謝し、さよならを告げます。
ここで育まれてきた触れ合いや学
びの輪は、駅前「くるる」１階の
新旭町公民館に受け継がれます。
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館を背景に写真撮影する利用者の皆さん。旧館との別れを惜しむとともに新旭町公民館での活動の飛躍に期待を広げています

開設当時の旧旭町公民館（昭和 37年 6月）
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問
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７
５
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）

→あり）30人 申し込み・詳細＝ハローワークで相談後申込書を特定非営利活動法人 笑いと未来の絆（所沢市下安松98-114 ☎042-491-8836）■医療事務・医師事務作業補助者科受講生募集／8日まで 期間＝11月5日～来年4月28日 岩槻駅東口コミュニティセンター 無料（教材費→

調
理
実
習
室
を
使
っ
た
料
理
教
室

な
ど
、
特
徴
を
生
か
し
た
催
し
を

多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
（
左
表

参
照
）。
学
び
を
深
め
た
り
、
そ

の
成
果
を
発
表
し
た
り
と
、
存
分

に
こ
の
施
設
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
。
市
で
は
、
市
民
に
温
か

い
市
政
を
目
指
す
５
つ
の
柱
の
１

つ
に
、「
子
育
て
支
援
・
文
化
・

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
掲

げ
、
未
来
へ
の
活
力
の
向
上
に
つ

な
げ
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
の
１
つ
、「
こ

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
」
は
、
市

長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
て
段

階
的
に
助
成
対
象
を
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
今
月
、
通
院
に

係
る
医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
生

ま
で
か
ら
中
学
生
ま
で
に
拡
大
す

る
こ
と
で
、
入
院
・
通
院
と
も
に

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
が
無
料
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
が
健
康

保
険
証
を
使
っ
て
病
院
な
ど
に
か

か
っ
た
と
き
に
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
は
、
住
ん
で
い
る
地

域
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　

蕨
市
の
よ
う
に
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
が
入
院
・
通
院
と
も
に

無
料
化
さ
れ
て
い
る
市
は
、
埼
玉

県
全
体
で
40
市
中
８
市
（
平
成
22

年
４
月
１
日
現
在
）
と
20
％
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、県
南
４
市
で
は
初

め
て
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
通
院
分
の
助
成
は
、

今
月
の
診
療
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
助
成
内
容
は
入
院
・
通
院
と

も
に
、保
険
診
療
で
医
療
機
関
に

支
払
う
治
療
費
と
入
院
期
間
中
の

食
事
代
で
す
。
健
康
診
断
や
他
の

医
療
制
度
に
該
当
す
る
場
合
な
ど

は
対
象
外
で
す
。
既
に
こ
ど
も
医

療
費
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
の
人

に
は
、
新
し
い
資
格
証
（
緑
色
）

を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
だ
資
格
証
を
持
っ
て

い
な
い
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の

保
護
者
は
、
健
康
保
険
証
と
生
計

中
心
者
名
義
の
預
金
通
帳
を
持
ち

登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
今
後
も
子
育
て
相
談

の
充
実
や
経
済
的
支
援
な
ど
を
通

し
て
、
誰
も
が
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
、
３
階
建
て
の
公
共
公
益

施
設「
く
る
る
」（
中
央
１‒

23‒

８
）

の
１
階
、
新
旭
町
公
民
館
と
３
階

の
文
化
ホ
ー
ル
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

新
旭
町
公
民
館
は
、
集
会
室
や

和
室
な
ど
の
ほ
か
、
火
を
使
わ
な

い
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
を

完
備
し
た
、
65
平
方
㍍
ほ
ど
の
調

理
実
習
室
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

　

舞
台
を
備
え
た
定
員
１
８
０
人

の
文
化
ホ
ー
ル
は
、
演
劇
や
音
楽

発
表
な
ど
に
適
し
た
音
響
や
照
明

な
ど
の
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
３
５
席
分
の
客
席
は
自

動
で
収
納
が
で
き
ま
す
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
や
社
交
の
場
と
し
て
も
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

駅
前
の
新
た
な
文
化
の
発
信
地

と
し
て
誕
生
し
た「
く
る
る
」で
は
、

ソ
プ
ラ
ノ
や
フ
ル
ー
ト
、
大
道
芸

な
ど
の
オ
ー
プ
ン
記
念
公
演
や
、

蕨戸田市内の医療機関では原則､こども医療費受給資格証を提示すると窓口払いなしで受診できます（蕨市立病院）

今
月
か
ら
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

今
月
診
療
分
か
ら
適
用
に

無料化で安心子育て
　子どもが突然熱を出したり
することを考えると､ お財布
を気にせず受診できるのは魅
力的ですね｡ 住んでいる地域
によって助成内容が違うとの
ことなので、このまま蕨市で
子育てをしていきたいです。

　中学生の子を育てています
が、部活などスポーツをしてい
ると、けがは付き物。中学卒業
まで医療費無料化というのは
県南地域でも新しい取り組み
なので、子育て世代に優しい
まちという実感があります。

蕨市で子育てしたい

野
の

崎
ざき

 淳
じゅん

子
こ

さん
中央1丁目・42歳

吉
よし

本
もと

 宏
ひろ

香
か

さん
塚越2丁目・29歳

─────　子 育 て 世 代 の 声　─────

駅
西
口
に
平
和
都
市
宣
言
塔

　

９
月
17
日
、蕨
駅
西
口
駅
前
広
場

で
、「
蕨
市
平
和
都
市
宣
言
塔
完
成

記
念
式
典
」が
開
か
れ
、約
60
人
の

皆
さ
ん
が
見
守
る
な
か
、全
長
2.8
㍍

の
宣
言
塔
が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
塔
は
、
平
和
都
市
宣

言
の
制
定
か
ら
25
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
今
年
、
蕨
市
が
平
和

都
市
宣
言
を
行
っ
て
い
る
都
市
で

あ
る
こ
と
を
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
誓
い

を
発
信
し
続
け
よ
う
と
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
ご
協
力
の

下
、
市
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
、

蕨
駅
西
口
駅
前
広
場
の
円
形
花
壇

内
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

設
置
に
当
た
っ
て
は
、「
蕨
市
平

和
都
市
宣
言
塔
の
設
置
を
求
め
る

市
民
の
会
（
東ひ

が
し

顯あ
き
ら

会
長
）」
の
皆
さ

ん
が
中
心
と
な
り
、
２
０
０
人
以

上
の
か
た
か
ら
平
和
行
政
推
進
の

た
め
に
総
額
76
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、こ
の
宣
言

塔
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
平
和

を
願
う
心
を
結
集
し
た
平
和
都
市

宣
言
の
全
文
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
共
公
益
施
設「
く
る
る
」開
設

●１階新旭町公民館
　お仕事帰りに、家事を終えて、くるる
ではじめるスタートシリーズ「自分を磨く
ユトリ講座」／①手作りパン教室～カフェ
風パンと簡単料理～　11月24日と12月
１日 午後６時半 16人（先着順） 2,500円
（全２回分） ②お試し！ピラティス＆ヨ
ガ　27日と11月10日 午後７時　20人
（先着順） １回300円　対象＝いずれも市
内在住在勤者 申し込み・詳細＝参加費を
添えて同館（☎432・4053 中央１‒23‒８）

●３階文化ホール
　くるるオープン記念公演「蕨のアーティ
ストたち」／①西森由美ソプラノリサイ
タル～心に沁みる歌声～ 30日（土） ②若
林正と浅草雑芸団―なつかしい大道芸の
数々― 11月12日（金） ③村松りほフルー
トコンサート 11月19日（金） 時間はいず
れも午後２時開演　申し込み＝くるる窓
口で整理券を配布　問い合わせ＝文化
ホールくるる（☎446・8311 中央１‒23‒８）

ご参加ください！くるるの新事業

１階新旭町公民館平面図

調理
実習室

事務室

出入口

ト
イ
レ

ト
イ
レ

エレベ
ーター

集会室集会室

和室

小会議室

給湯室給湯室

３階文化ホール平面図

ト
イ
レ

ト
イ
レ

エレベ
ーター

給湯室給湯室

多目的ホール

控室

会議室

ホワイエ

蕨駅西口から徒歩約３分の公共公益施設「くるる」

左から賴髙英雄蕨市長、松本徹蕨市議会議長、鈴木賢治蕨駅駅長

　市が進めている事
業の中から、こども
医療費助成制度と平
和都市宣言塔の設置、
「くるる」の開設につ
いてご紹介します。

市政スポット
【特　集】
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■さいたま地方法務局庁舎の移転／11月2日から　さいたま市中央区下落合5－12－1さいたま第2法務総合庁舎へ　詳細＝同局（緯048・863・2211）■荒川・下水道フェスタ2010／9日　午前10時～午後4時　荒川水循環センター　水質実験教室ほか　詳細＝㈶埼玉県下水道公社（緯421・5861）

生涯学習の成果を披露

ＡＥＤを使い人命救助

長寿と健康祝う敬老会

マッサージで心身爽快
　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら
お
う
と
、

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
９

月
６
日
、松
原
会
館
で「
マ
ッ

サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
蕨
市
視
覚
障

害
者
協
会
の
協
力
の
下
、
37

年
続
く
催
し
。
訪
れ
た
14
人

は
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
語
ら
い

な
が
ら
入
念
な
施
術
を
受
け
、

身
も
心
も
ほ
ぐ
さ
れ
ま
し
た
。

市内５地区で合宿通学
　

小
学
４
年
生
以
上
の
児
童

を
対
象
に
公
民
館
で
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
学
校
へ
通
う

合
宿
通
学
が
、市
内
５
地
区
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
錦
町
地

区
の
西
公
民
館
で
は
、
９
月

６
日
か
ら
11
日
ま
で
児
童
22

人
が
参
加
。料
理
や
掃
除
、地

域
の
人
と
の
交
流
会
な
ど
を

通
し
、
と
も
に
助
け
合
い
な

が
ら
き
ず
な
を
深
め
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
～
12
日
、「
下
蕨

地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」が
同
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
内
在
住
者
を
中

心
と
し
た
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
の

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
や
、
塚

越
在
住
の
映
画
監
督
、
長な

が

沼ぬ
ま

誠ま
こ
と

さ
ん
の
講
演
の
ほ
か
、
各

団
体
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
２
３
０
０
人
は
お

お
い
に
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
31
日
、
看
護
師
の
猪い

飼か
い

浩ひ
ろ

美み

さ
ん（
写
真
左
）と
市

の
普
通
救
命
講
習
受
講
者
の

清し

水み
ず

直な
お

美み

さ
ん（
同
右
）に
消

防
本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
２
人
は
８
月
17

日
、
市
内
勤
務
先
で
心
肺
停

止
に
陥
っ
た
傷
病
者
に
対
し

て
、
救
急
隊
到
着
ま
で
適
切

な
対
応
を
取
り
、
人
命
救
助

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、
市
民
会
館
で

「
お
年
寄
り
を
敬
う
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
77

歳
以
上
に
な
る
５
３
０
２
人

（
前
年
比
２
７
０
人
増
）を
ご

招
待
し
た
と
こ
ろ
、
１
４
３

０
人
が
出
席
。
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
敬
老
作
文
朗
読
や
合

唱
、
合
奏
の
ほ
か
、
歌
謡
シ

ョ
ー
な
ど
を
盛
大
に
行
い
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

段
式
の
木
箱
の
上
段
に
氷
の

塊
を
入
れ
て
、
下
段
の
食
料

品
を
冷
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
写
真
は
、
現
在
の
様

子
で
、
自
動
車
学
校
が
あ
っ

た
場
所
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。
川
口
蕨
線
の

一
部
は
、
県
で
電
線
類
の
地

中
化
を
実
施
し
て
い
て
、
安

全
で
す
っ
き
り
し
た
町
並
み

に
変
わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

南
町
２
丁
目　
　
　
　

　

県
道
川
口
蕨
線
周
辺

いま むかし
語 る 人

野
の

崎
ざき

力
りき

蔵
ぞう

さん
中央１丁目・77歳

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
30
年

代
前
半
に
、
現
南
町
２
丁
目

18
番
地
辺
り
か
ら
、
西
川
口

駅
方
面
を
撮
影
し
た
も
の
で

す
。
国
際
興
業
の
バ
ス
が
走

っ
て
い
る
道
は
、
県
道
川
口

蕨
線
で
す
。
舗
装
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
砂
ぼ
こ
り

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

左
側
の
建
物
は
川
口
自
動

車
学
校
で
す
。
平
屋
が
ほ
と

ん
ど
だ
っ
た
時
代
に
、
２
階

建
て
の
建
物
は
珍
し
く
、
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
自
動

車
学
校
の
閉
鎖
後
に
は
ボ
ー

リ
ン
グ
場
が
で
き
る
な
ど
、

こ
こ
に
は
常
に
時
代
を
象
徴

す
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

写
真
中
央
に
見
え
る
の
は
、

氷
屋
で
す
。
ま
だ
電
気
冷
蔵

庫
が
な
い
家
庭
が
多
く
、
２ － 299 －

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

〔譲ってください〕
▶テレビ（20インチまで）・ノートパ
ソコン　いずれも約5,000円まで　取り
に伺います︿大木・緯090・1530・
2058﹀
〔仲間になりませんか〕
▶笑
わら

美
び

（話し方サークル）　第１・３・
５日曜日　午前９時45分　南公民館　
月1,500円︿鈴木・緯090・4063・7594﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前10時　
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後2時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶スプリット（社交ダンス）　金曜日　
午後７時半　福祉・児童センター　ス
ローホックスロット　無料講習　今月
から６回︿高橋・緯090・9329・6741﹀
▶わらびシニアパソコンクラブ　第
２・４火曜日　午後１時半　加藤文具
店２階（中央東小学校隣）　月2,000円
12日開講　初心者歓迎　パソコンレン
タル応相談︿小熊・緯444・6992﹀
▶わらびオペラ合唱団　月３回日曜日
午前10時　中央公民館　一般＝月
2,000円　高校生以下＝月1,000円︿瀬
田石・緯443・6344﹀
▶絵手紙クラブにしき　第１・３水曜
日　午前10時　西公民館　月1,500円
︿田中・緯443・0938﹀
▶土曜ダンス教室　月２、３回土曜日
午後１時　中央公民館　月2,000円　
初心者歓迎︿戸田・緯444・3337﹀
▶エアロビクスキャッツ　金曜日　正
午　東公民館　見学・体験歓迎︿高橋・
緯447・3435﹀
▶わらびハーモニカクラブ　水曜日　
午後１時半　西公民館　入会金500円
月2,000円︿重田・緯433・7375﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　５日＝中央
公民館　13日＝南公民館　21日＝旭町
公民館　午後６時半︿岡田・緯441・
3172﹀
▶アルコール依存症の自助活動　月曜
日　午後７時　中央公民館︿ＡＡ浦
和・緯03・5957・3506﹀

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

　
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ

　

加
熱
し
て
並
ん
で
い
る
同

じ
よ
う
な
フ
ラ
ス
コ
。
片
方

の
フ
ラ
ス
コ
か
ら
「
ポ
ン
」

と
音
を
立
て
て
コ
ル
ク
栓
が

飛
び
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
驚

き
の
声
が
あ
が
り
ま
す
。
続

い
て
、
隣
の
コ
ル
ク
栓
に
視

線
は
集
中
し
ま
す
が
、
今
度

は
何
も
起
こ
ら
な
い
状
況
に
、

子
ど
も
た
ち
は
不
思
議
そ
う

な
表
情
を
し
ま
す
。
こ
ん
な

光
景
が
お
な
じ
み
な
の
は
、

「
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」。

教
室
の
中
心
的
存
在
は
、
サ

イ
エ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
中
村
次
郎
さ
ん
（
南
町

３
丁
目
・
85
歳
）
で
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
身
近
な
材

料
か
ら
物
を
作
る
こ
と
で
、

サ
イ
エ
ン
ス
の
し
く
み
に
興

味
を
持
ち
、
親
し
む
こ
と
が

目
的
で
す
。「
も
っ
と
サ
イ
エ

ン
ス
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
長
年
、

関
わ
り
を
持
つ
そ
の
原
点
は
、

「
母
親
の
影
響
で
す
か
ね
」

と
中
村
さ
ん
。
助
産
師
と
し

て
市
内
で
多
く
の
出
産
に
関

わ
り
、
慕
わ
れ
て
い
た
母
の

記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。
埼
玉

大
学
の
教
授
を
退
官
後
、
県

の
教
育
事
業
に
関
わ
る
多
忙

な
日
々
の
な
か
で
も
、
母
の

よ
う
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
活
動
方
法
を
模
索
し

て
い
た
と
き
に
、
南
公
民
館

か
ら
相
談
が
あ
り
、
快
諾
。

以
来
、
13
年
間
で
１
３
０
回

近
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
考
え
る
こ
と
を
重
視

し
、
疑
問
を
持
つ
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
中

村
さ
ん
が
大
学
勤
務
時
代
、

全
国
各
地
で
理
科
の
教
育
指

導
を
行
っ
て
い
た
と
き
に
抱

い
た
、
暗
記
力
を
重

視
す
る
現
場
へ
の
危

機
感
か
ら
生
じ
た
も

の
で
す
。「
自
ら
考

え
、
経
験
を
し
、
理

解
す
る
過
程
で
学
ぶ

喜
び
を
感
じ
て
ほ
し

い
の
で
す
」
と
話
し

ま
す
。
こ
の
繰
り
返

し
が
、
問
題
を
解
決

す
る
力
と
な
り
、「
生

き
る
力
」
が
身
に
付

く
と
い
う
中
村
さ
ん

の
信
念
が
教
室
に
は

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　　

長
年
の
活
動
も
「
周
囲
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
よ
」

と
ご
謙
遜
。
し
か
し
、
活
動

後
、
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
た

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
、
必
ず
直
筆
の
礼
状
と

写
真
を
添
え
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
と
い
う
こ
ま
や

か
な
気
遣
い
に
、
周
囲
に
は

自
然
と
人
が
集
ま
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
、
生
活
文
化
の
向
上
な

ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き

た
人
が
選
考
対
象
と
な
る

「
蕨
市
け
や
き
文
化
賞
」を
平

「
白
衣
を
着
る
と
、
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
す
ね
」
と
中
村
さ
ん

好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
た
ち
は
、質
問
が
止
ま
り
ま
せ
ん

成
18
年
度
に
受
賞
し
ま
し
た
。

　

85
歳
の
現
在
も
、毎
朝
、体

操
と
縄
跳
び
を
行
い
、気
力
、

体
力
が
充
実
し
て
い
る
中
村

さ
ん
。
月
１
回
、
気
の
合
う

仲
間
た
ち
と
10
㌔
ほ
ど
の
散

策
も
楽
し
み
ま
す
。
元
気
の

源
は
、「
皆
さ
ん
の
笑
顔
か
な
。

特
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
、

次
回
へ
の
意
欲
に
な
り
ま
す

ね
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
を
通
し
て
広

が
る
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の

可
能
性
。
そ
こ
に
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
あ
る
限
り
、
中

村
さ
ん
の
指
導
意
欲
は
と
ど

ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

考
え
る
こ
と
の
重
要
性

周
囲
の
笑
顔
が
活
力
源

サイエンスで伸ばす

子どもたちの可能性
　サイエンスの魅力をより多くの人に知
ってもらいたいと、地域に根ざした活動を
行っている中

なか

村
むら

次
じ

郎
ろう

さんをご紹介します。
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　光
ひか

　琉
る

ちゃん　
（２歳）

　健
たけ

　琉
る

ちゃん　
（11か月）

大
おお

町
まち

　　圭
けい

祐
すけ

さん　
美
み

智
ち

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　塚越６丁目

　凛
りん

ちゃん　
（１歳７か月）

柳
やなぎ

澤
さわ

　好
よし

宣
のぶ

さん　
亮
りょう

子
こ

さんの
長女　　　　

　　錦町４丁目

　

先
月
、
９
月
20
日
の
敬
老

の
日
を
前
後
し
て
、
各
町
会

で
敬
老
行
事
が
多
数
行
わ
れ
、

私
も
、
そ
の
多
く
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど

の
行
事
で
も
、
歌
や
踊
り
、

子
ど
も
た
ち
の
出
し
物
な
ど
、

と
て
も
楽
し
く
、
地
域
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
で

の
触
れ
合
い
を
深
め
る
す
ば

ら
し
い
内
容
で
し
た
。

　

最
近
、
全
国
の
自
治
体
で

１
０
０
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
い

る
と
の
報
道
が
あ
り
、
そ
の

背
景
に
、
家
族
や
地
域
の
き

ず
な
が
薄
れ
て
き
て
い
る
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
で
は
、
私
自
身
、
毎

年
９
月
に
市
内
最
高
齢
の
か

た
を
訪
問
し
、
市
か
ら
の
お

祝
い
を
直
接
手
渡
し
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
か
た
を
筆
頭

に
、
現
在
、
１
０
０
歳
以
上

の
か
た
は
18
人
で
、
全
員
の

所
在
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
日
本
一
小

さ
な
市
・
蕨
」が
、
地
域
で
の

触
れ
合
い
が
豊
か
で
あ
り
、

民
生
委
員・児
童
委
員
の
皆
さ

ん
や
町
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
地
域
力
が
豊
か
で
あ
る

が
ゆ
え
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
優
れ

た
地
域
力
を
生
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
更
に
進
め
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

地域のきずな、　
　触れ合いの輪を

35

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は７日、11月は４日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

　
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
動
く
ア

リ
の
行
列
や
セ
ミ
の
抜
け
殻

な
ど
、
凛
に
と
っ
て
お
散
歩

は
、
大
好
き
な
動
物
や
昆
虫

と
出
会
え
る
楽
し
い
冒
険
。

大
き
な
犬
で
も
怖
が
ら
な
い

で
近
づ
い
て
い
く
の
で
、
見

て
い
る
こ
ち
ら
が
、
は
ら
は

ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん

な
好
奇
心
旺
盛
な
凛
は
、
最

近
、
家
族
の
名
前
が
呼
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し

ず
つ
で
す
が
、
言
葉
を
覚
え

て
い
く
姿
に
、
育
児
の
喜
び

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
健
康
で
、
気
持
ち
の
優

し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。」と
母
親
の
亮
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－463－

優しさの「環境行動」

　

今
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で

す
。
そ
こ
で
、
３
Ｒ
を
手
軽

に
実
践
で
き
る
飲
料
パ
ッ
ク

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

工
程
は
４
つ
。
飲
ん
だ
後
に

①
洗
っ
て
、②
開
い
て
、③
乾

飲
料
パ
ッ
ク
で
３
Ｒ
実
践

か
し
ま
す
。
最
後
に
、
④
資

源
ご
み
へ
分
別
し
て
完
了
で

す
。
良
質
な
パ
ル
プ
繊
維
が

原
料
の
飲
料
パ
ッ
ク
は
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に

な
り
、リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
を

減
ら
す
）と
リ
サ
イ
ク
ル（
再

生
利
用
）が
実
践
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ッ
ク
を
洗
っ
た
と

き
の
水
を
植
物
に
あ
げ
た
り
、

打
ち
水
で
使
っ
た
り
す
れ
ば
、

リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）に
も
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
積
み

重
ね
が
、
環
境
へ
の
負
荷
を

少
な
く
す
る
循
環
型
社
会
の

実
現
の
一
歩
と
な
る
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
、
積
極
的
に
３

Ｒ
を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■さいたま行政相談所／20日　午前10時半～午後４時　浦和コルソ７階　年金・保険相談など　詳細＝関東管区行政評価局（緯048・600・2311）■山口・広島県大雨災害義援金のお礼／皆さんからの義援金101，474円を被災地へ送金　ありがとうございました　詳細＝庶務課（緯433・7705）

ワ
ラ
ビ　

僕
も
そ
ろ
そ
ろ
子

ど
も
部
屋
が
欲
し
い
よ
～
。

お
父
さ
ん　

ど
う
し
た
ん
だ

よ
、
い
き
な
り
。

お
母
さ
ん　

買
い
物
帰
り
に

お
隣
さ
ん
と
会
っ
た
の
。
そ

し
た
ら
、
お
隣
さ
ん
、
お
家

を
改
修
し
て
子
ど
も
部
屋
を

造
っ
た
っ
て
話
に
な
っ
て
…
。

お
父
さ
ん　

そ
れ
で
触
発
さ

れ
た
っ
て
わ
け
だ
。

お
母
さ
ん　

そ
う
な
の
。
造

る
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
も
活
用

し
た
ん
で
す
っ
て
。

市
内
業
者
に
発
注
の
住
宅
改
修
に
助
成
金

快
適
な
住
ま
い
造
り
で
地
域
経
済
活
性
化

お
父
さ
ん　

へ
ぇ
。
市
に
は

介
護
予
防
や
耐
震
化
な
ど
特

定
の
改
修
に
は
、
補
助
が
あ

る
け
ど
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
助
成
制
度
も
あ
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

市
内
の
施
工
業

者
に
工
事
を
発
注
す
る
の
が

主
な
条
件
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
内
容
は
問
わ
な
い
そ
う
よ
。

お
父
さ
ん　

う
～
ん
、
そ
れ

な
ら
我
が
家
も
、
将
来
に
向

け
て
検
討
し
て
み
る
か
。

ワ
ラ
ビ　

や
っ
た
～
。

お
母
さ
ん　

早
速
、
市
役
所

で
詳
し
く
聞
い
て
み
る
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

中
村
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
僕
、
自
分
の
部
屋

が
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
。

お
母
さ
ん　

こ
ら
、ワ
ラ
ビ
。

中
村　

こ
ん
に
ち
は
。
リ
フ

ォ
ー
ム
を
検
討
さ
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。
そ
れ
で
し
た
ら

住
宅
改
修
資
金
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

ど
ん
な
制
度
な

ん
で
す
か
？

中
村　

市
内
の
施
行
業
者
を

利
用
し
て
、
10
万
円
以
上
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

工
事
費
の
５
％
（
上
限
10
万

円
）
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。

お
母
さ
ん　

市
内
の
っ
て
い

う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

中
村　

は
い
、
こ
の
制
度
は

地
域
経
済
対
策
が
目
的
な
ん

で
す
。
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で

10
件
の
申
請
が
あ
っ
て
、
助

成
額
は
計
87
万
７
０
０
０
円

で
す
。
一
方
、
工
事
費
の
合

計
は
約
３
１
８
０
万
円
で
す

の
で
、
助
成
金
に
対
し
て
、

36
・
３
倍
の
経
済
効
果
が
あ

親と子の
ニュースの
小窓

　今年度、地域経済対策として始ま
った住宅改修資金助成制度。市民の
皆さんが自宅を改修するとき、市内
業者に工事を依頼すると、工事費の
５％（上限10万円）の助成が受けられ
ます。そこで今月は、商工生活室の
中
なか
村
むら
亮
りょう
一
いち
主査にお話を伺いました。

リフォーム検討中のかた
ご利用ください

住宅改修資金助成制度

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

え
～
、そ
ん
な
に
。

お
母
さ
ん　

私
た
ち
の
財
布

に
優
し
い
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。

中
村　

そ
う
で
す
ね
。な
お
、

受
け
付
け
は
、
予
算
が
な
く

な
り
し
だ
い
終
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
請
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

ま
あ
、
急
が
な

く
っ
ち
ゃ
。
で
は
、
手
続
き

は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
。

中
村　

対
象
と
な
る
の
は
、

着
工
前
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

所
定
の
申
請
書
に
、
改
修
す

る
箇
所
の
写
真
や
工
事
見
積

書
の
写
し
な
ど
必
要
書
類
を

添
付
の
上
、
商
工
生
活
室
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

分
か
り
ま
し
た
。

夫
に
相
談
し
て
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
た
い
せ
つ
さ

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、昨
年
、錦
町
に

開
校
し
た「
田
ん
ぼ
の
学
校
」。
今
年
も

地
域
の
ご
協
力
の
下
、小
学
生
や
保
護
者

な
ど
２
０
０
人
が
米
作
り
を
体
験
し
て

い
ま
す
。
雨
の
な
か
泥
ん
こ
に
な
っ
て

行
っ
た
５
月
の
田
植
え
。８
月
の
観
察
会

で
は
子
ど
も
た
ち
は
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
そ
し
て
迎
え
た

９
月
12
日
。「
サ
ク
ッ
」と
気
持
ち
い
い

音
を
立
て
黄
金
色
の
穂
を
付
け
た
稲
が

刈
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
日
収
穫
し

た
お
米
は
90
㌔
。自
然
や
地
域
と
の
触
れ

合
い
を
深
め
た
４
か
月
。
思
い
出
い
っ

ぱ
い
の
お
米
の
味
は
格
別
で
し
ょ
う
ね
。

子どもクラブ待ちに待った稲の収穫

田んぼの学校

3R　Reduce（リデュース）
　　　Reuse（リユース）
　　　Recycle（リサイクル）

足の不自由な妻・洋子さんのために思い切ってエレベーターを設置した井澤正八さん宅
「重い荷物も楽に運べるし、将来への不安が軽くなりました」と笑顔で話してくれました

制
度
の
詳
細
＝
商
工
生
活
室

（
緯
433
・
７
７
５
０
）
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

学
校
に
通
う
「
合
宿
通
学
事

業
」
は
、
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
ま
す
。
３
日
か
ら
９
日

ま
で
、
下
蕨
公
民
館
で
行
わ

れ
る
中
央
地
区
合
宿
通
学

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
指
導

員
を
務
め
て
く
れ
る
の
は
、

藤
田
さ
つ
き
さ
ん
（
中
央
６

丁
目
・
19
歳
）
で
す
。

　

当
時
、
高
校
３
年
生
だ
っ

た
藤
田
さ
ん
が
指
導
員
に
な

っ
た
き
っ
か
け
は
、「
小
学

生
時
代
に
合
宿
通
学
に
参
加

し
た
経
験
を
ぜ
ひ
生
か
し
て

ほ
し
い
」
と
の
公
民
館
か
ら

の
依
頼
で
し
た
。
受
験
勉
強

と
両
立
で
き
る
か
悩
み
ま
し

た
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
こ

の
事
業
に
恩
返
し
し
た
い

と
、
依
頼
を
快
諾
。
指
導
員

と
し
て
合
宿
通
学
に
参
加

し
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
に

囲
ま
れ
て
、
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
終
日

は
、
涙
を
こ
ら
え
る
の
で
精

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
子
ど
も

と
深
く
関
わ
り
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
、
教
員
免
許

の
取
得
が
将
来
の
目
標
の
１

つ
に
な
っ
た
藤
田
さ
ん
。
今

年
の
合
宿
通
学
で
は
、「
子

ど
も
た
ち
に
、
家
族
の
あ
り

が
た
み
を
伝
え
た
い
で
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
22
日
の
事
前
研
修
会

に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
溶
け

込
み
な
が
ら
、
合
宿
で
の
献

立
に
つ
い
て
話
し
合
う
藤
田

さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
見
て
、「
去
年
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
い
ち
ば

ん
理
解
し
て
い
た
の
は
藤
田

さ
ん
で
し
た
」
と
、
先
輩
指

導
員
の
鈴す

ず

木き

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

さ
ん
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
受
験
生
だ
っ
た
去
年
よ

り
時
間
に
も
心
に
も
余
裕
が

あ
る
分
、
あ
り
っ
た
け
の
愛

情
を
注
ぎ
ま
す
」
と
、
笑
顔

が
ま
ぶ
し
い
藤
田
さ
ん
で
す
。

輝いていま  ひと
合宿通学参加者から指導員へ　

広
報
蕨　

七
〇
九
号　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

304

伝
え
た
い
家
族
へ
の
「
感
謝
の
心
」

藤
ふじ

田
た

 さつき さん

学
生
が
公
民
館
で
宿

泊
生
活
を
し
な
が
ら

　

こ
の
後
、
玉
砂
利
を
敷
き

詰
め
今
月
上
旬
に
完
成
す
る

こ
の
待
ち
合
い
で
、癒
し
の
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

訓
練
校
の
ご
好
意
で
設
置
し

た
も
の
で
、「
平
成
21
年
度
彩

の
国
総
合
技
能
展
」で
み
ご
と

知
事
賞
に
輝
い
た
作
品
で
す
。

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

西
ル
ー
ト
30
番
目
の

停
留
所「
蕨
郵
便
局
」

で
下
車
し
て
、
歴
史

民
俗
資
料
館
分
館
へ
。

　

風
情
あ
る
庭
園
や

明
治
時
代
の
面
影
を

残
す
建
物
を
抜
け
奥

に
進
む
と
、
国
道
側

に
全
長
約
3.5
㍍
の
待

ち
合
い
が
あ
り
ま
す
。

茶
の
湯
を
た
し
な
む

際
に
使
わ
れ
る「
腰
掛

待
合
」
と
呼
ば
れ
る

こ
の
待
ち
合
い
は
、蕨

戸
田
建
設
高
等
職
業

ぷらっと・わらび・小さな旅
歴
民
分
館
に

｢

腰
掛
待
合｣

設
置

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ

　

９
月
13
日
、
北
町
３
丁
目

の
路
地
で
発
見
し
た
の
は
、

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
。
白
黒

の
ま
だ
ら
模
様
で
、
開
張
８

㌢
の
羽
の
縁
に
赤
い
斑
点
が

並
ぶ
、美
し
い
チ
ョ
ウ
で
す
。

　

本
来
、
日
本
で
は
奄あ

ま

美み

諸し
ょ

島と
う

に
し
か
い
な
い
は
ず
の
こ

の
チ
ョ
ウ
が
な
ぜ
蕨
に
い
る

の
か
、
㈶
埼
玉
県
生
態
系
保

護
協
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、｢

誰
か
が
神
奈
川
県

で
中
国
原
産
種
を
放
虫
し
た

よ
う
で
、そ
れ
が
分
布
を
広
げ

て
い
る｣

と
の
こ
と
。
ま
た
、

在
来
種
の
生
態
系
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

「
要
注
意
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

同
校
の
生
徒
３
人

が
１
年
が
か
り
で
作

り
上
げ
た
こ
の
作
品

は
、
５
９
０
枚
の
板

を
組
み
合
わ
せ
て
細

工
を
施
し
た
屋
根
部

分
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
建
設
埼
玉

の
職
人
さ
ん
の
ご
協

力
の
下
、
設
置
工
事

の
他
に
土
壁
や
屋
根

の
銅
版
な
ど
、庭
園
に

合
う
よ
う
新
た
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
る
の

も
魅
力
の
１
つ
で
す
。

庭園を眺めながらの一休みは格別です

小


